
2022（令和4）年10月15日第708号 （2）

開催日

JR西日本レイラーズシーズンスケジュール
対戦チーム 試合結果 場所開始時間

ユニチカ
島津製作所
豊田通商
三菱自動車京都
Daigas
中部電力
リコージャパン
大阪府警

33
  
ー17
 
レ勝
 29

  
ー20
 
レ勝
 

終了
終了
12：00
14：00
14：00
14：00
12：00
14：00
 

鷹取グラウンド
鷹取グラウンド
花園ラグビー場
鷹取グラウンド
鷹取グラウンド
鷹取グラウンド
鷹取グラウンド
鷹取グラウンド

  9.10（土）
  9.17（土）
10.15（土）
10.29（土）
11.  5（土）
11.19（土）
11.26（土）
12.  3（土）

連合、JR連合、JR西労組の取り組みなどが提起された

　

◀
イ
ラ
ス
ト
：
岩
森
さ
ん

川 柳  第23回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ ディスタンス　心と心は　近付けて ］　川田 善久さん （京都地本・京都電力区分会）

　

大
阪
地
方
本
部
鉄
道
営
業
部

会
は
、現
在
、18
名
で
活
動
を
し

て
い
ま
す
。部
会
と
い
う
言
葉
を

初
め
て
耳
に
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

営
業
部
会
と
は
営
業
に
関
す

る
職
場（
駅・車
掌
）で
構
成
し
て

い
る
組
織
で
、位
置
付
け
と
し
て

は
地
方
本
部
の
諮
問
機
関
に
な

り
ま
す
。
常
任
委
員
会
を
開
催

し
て
、営
業
職
場
に
お
け
る
問
題

に
つい
て
、一
つ
で
も
多
く
解
決
出

来
る
よ
う
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
流
行
し
だ
し
、３
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。ご
存
知
の

通
り
、会
社
の
経
営
状
況
は
赤
字

が
続
き
、未
曾
有
の
危
機
に
あ
り

ま
す
。

　

経
営
の
立
て
直
し
の
た
め
、駅

業
務
体
制
の
見
直
し
や
、ダ
イ
ヤ
改

正
に
よ
る
輸
送
力
の
適
正
化
、新

幹
線・特
急
列
車
の
乗
組
数
の
見

直
し
、一
時
帰
休
、社
内・社
外
出

向
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

営
業
部
会
で
は
、各
団
体
交
渉・

経
営
協
議
会
、小
委
員
会
に
出
席

し
、会
社
と
議
論
し
て
い
ま
す
。今

後
も
色
々
な
施
策
が
実
行
さ
れ
る

と
は
思
い
ま
す
が
、各
職
場
で
働
く

組
合
員
の
声
を
聴
き
、働
き
や
す

い
職
場
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、他
に
も
遠
隔
Ｍ
Ｖ
の
課

題
や
、キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
の
問
題

な
ど
、課
題
が
多
く
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

残
さ
れ
た
問
題
の
解
決
に
向

け
営
業
部
会
で
議
論
を
重
ね
て

い
き
、改
善
が
図
れ
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。ま
だ
ま
だ
厳
し
い

状
況
は
続
く
と
思
い
ま
す
が
、海

外
か
ら
の
訪
日
客
の
上
限
の
緩

和
、ワ
ク
チ
ン
や
経
口
薬
の
開
発
な

ど
の
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
す
。

　

日
常
の
生
活
が
戻
る
ま
で
、 

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　   

〈
大
阪
地
本
発
〉 　

中
央
本
部
は
、10
月
８
日（
土
）

に
、Ｊ
Ｒ
鷹
取
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
、J
R
西
日
本
ラ
ク
ビ
ー
部「
レ

イ
ラ
ー
ズ
」への
激
励
行
動
を
行
っ

た
。

　

現
在
、レ
イ
ラ
ー
ズ
は
２
０
２
２

年
ト
ッ
プ
ウ
エ
ス
ト
Ａ
リ
ー
グ
の

シ
ー
ズ
ン
真
っ
た
だ
中
で
あ
り
、こ

れ
ま
で
２
戦
を
戦
い
２
連
勝
中
で

あ
る
こ
と
か
ら
、明
る
い
雰
囲
気

の
中
で
愚
直
に
練
習
に
取
り
組
む

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

上
村
委
員
長
は
、レ
イ
ラ
ー
ズ

の
選
手
に
対
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
あ

り
、ま
た
、会
社
の
業
務
と
両
立

し
な
が
ら
ラ
グ
ビ
ー
部
の
活
動
は

大
変
だ
と
思
う
が
、ぜ
ひ
皆

さ
ん
の
活
躍
で
会
社
に
明
る
い

話
題
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
激
励
の
言
葉
を
送
っ

た
。

　

横
山
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、コロ
ナ

禍
で
会
社
の
経
営
状
況
も
苦

し
い
中
で
は
あ
る
が
、J
R
西

労
組
の
仲
間
を
笑
顔
に
で
き

る
よ
う
優
勝
を
目
指
す
と
力

強
い
決
意
を
述
べ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
レ
イ
ラ
ー
ズ

は「
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
‐
Ｂｒ
ｉｇ

ｈ
ｔ
Ｃ
ｌｕｓ
ｔｅｒ（
コ
ロ
ナ
禍

で
士
気
が
下
が
っ
た
チ
ー
ム
を

生
き
返
ら
せ
、社
内
に
活
力
を

与
え
ら
れ
る
、光
り
輝
く
よ
う

な
チ
ー
ム
と
な
ろ
う
）」を
、２

０
２
２
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
今

シ
ー
ズ
ン
を
戦
っ
て
い
る
。　
　

　

J
R
西
労
組
組
合
員
で
構

成
さ
れ
て
い
る
レ
イ
ラ
ー
ズ
の
必

勝
に
向
け
、心
強
い
応
援
を
要

請
す
る
。

　

中
央
本
部
は
10
月
３
日（
月
）、

北
梅
田
研
修
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に

お
い
て「
第
１
回
男
女
平
等
参
画

推
進
委
員
会
」を
開
催
し
、各
地

本・総
支
部
の
担
当
部
長
な
ど
20

名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、上
村
委
員
長
か
ら
、総

合
労
働
協
約
、女
性
活
躍
、冬
季

賞
与
交
渉
に
向
け
て
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

議
事
で
は
、田
中
佑
佳
部
長
よ

り
、
男
女
平
等
参
画
に
関
す
る

政
府
や
連
合
、Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り

組
み
報
告
や
西
労
組
と
し
て
、Ｊ

Ｒ
連
合「
第
4
次
男
女
平
等
参

画
行
動
目
標
」に
基
づ
き
取
り

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
、女
性
役

員
の
育
成
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
、女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会
の
開

催
等
に
つい
て
の
提
起

が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、各
地
本・

総
支
部
か
ら
、こ
の
間

の
女
性
組
合
員
意
見

交
換
会
の
開
催
内
容

や
女
性
活
躍
の
取
り

組
み
に
つい
て
報
告
を

受
け
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、

女
性
組
合
員
が
積
極

的
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運

動
に
参
画
で
き
る
よ

う
な
環
境
を
作
る

と
と
も
に
、女
性
の

視
点
で
課
題
等
を

解
決
す
る
べ
く
女
性

役
員
の
育
成
に
取
り

組
む
こ
と
と
す
る
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
Ｊ
Ｒ
西

労
組
組
織
内
議
員
で
広
島
県
議

会
議
員（
広
島
市
東
区
選
出
）の
柿

本 

忠
則
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、高
校
卒
業
後
に
J
R
西

日
本
に
運
輸
系
で
入
社
し
て
新
幹

線
運
転
士
や
総
務
、人
事
な
ど
を

経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

議
員
活
動
に
不
安
を
覚
え
た

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、会
社
、Ｊ
Ｒ

西
労
組
で
の
経
験
が
活
き
、議
会

で
も
様
々
な
視
点
で
議
会
活
動
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
沢
山
の
企
業
や
地

域
が
影
響
を
受
け
て
お
り
、政
治

と
我
々
の
生
活
が「
無
関
心
で
あ
っ

て
も
無
関
係
で
も
い
ら
れ
な
い
」と

痛
感
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

　

引
き
続
き
、皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
知
山
地
本
で
男
女
平
等
参
画

推
進
を
担
当
し
て
い
ま
す
。地
本

執
行
委
員
を
務
め
る
の
は
２
期
ぶ

り
と
な
り
ま
す
。２
期
前
に
執
行

委
員
を
し
て
い
た
頃
と
は
、自
身

の
職
場
環
境
も
家
庭
環
境
も
大

き
く
変
わ
り
、日
々
ド
タ
バ
タ
の

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
在
任
時
の
活
動
ま
で
は

復
活
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、少
し

で
も
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば

と
日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
い
つ
い
仕
事
に
比
重
を
置
き

が
ち
な
私
で
す
が
、我
慢
す
る
の

で
は
な
く
、「
仕
事
も
家
庭
も
自
分

の
時
間
も
全
部
充
実
さ
せ
た

い
！
」「
ど
う
し
た
ら
う
ま

く
い
く
の
か
？
」と
模
索
し

な
が
ら
、日
々
の
仕
事
に
組

合
活
動
、何
よ
り
も
大
切
な

家
庭
で
の
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

私
と
同
じ
よ
う
な
悩
み
を

抱
え
て
い
る
組
合
員
は
男
女
問
わ

ず
年
齢
に
限
ら
ず
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、少
し
で
も
不
安
解
消

が
出
来
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
生
活
ス
タ
イ

ル
の
変
化
が
、著
し
く
変
わ
っ
て
い

く
状
況
の
中
で
す
が
、組
合
員
一
人

ひ
と
り
が
働
き
や
す
く
、そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
描
い
た
生
活
ス
タ
イ
ル

が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、組
合
員

の
声
に
耳
を
傾
け
て
こ
れ
か
ら

も
、皆
さ
ん
と
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
！

福
知
山
地
方
本
部 

執
行
委
員

岩
佐
真
寿
美 

　ＪＲ西労組は、税制や社会保障など、労使では解決できない
課題について、地方議員や国会議員と連携し、地方議会や国
会でそれらの課題解決に向け働きかけを行っています。
　JR西労組には、地方議員で構成する「JR西労組議員団会
議」があり、現在16名で構成しています。この会議の構成メン
バーは、JR西労組出身、またはJR西労組組合員の家族となっ
ています。
　ＪＲ西労組の組織内議員として、各地で活躍していているメ
ンバーを一人ひとり紹介していきます。

１．ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕
　 事）の実現と女性活躍の推進
２．ワーク・ライフ・バランスの実現
３．多様な仲間の結集と男女平等参画を通じた労働運
　 動の活性化

１．執行機関（執行委員
会など）における女性役
員比率についての目標
ステップ①：
2024年９月末までに女
性執行委員ゼロ組織を
なくす。
ステップ②：
執行機関へのそれぞれの
組織における組合員比率
に応じた女性役員を選出
する。
チャレンジ：
執行機関の女性役員比
率を30％以上にする。

２．各種議決機関（大会
や委員会など）への女性
参画率についての目標
ステップ①：
2024年９月末までに、女
性のいない議決機関をな
くす。
ステップ②：
議決機関へのそれぞれの
組織における組合員比率
に応じた女性の参画機会
を確保する。

チャレンジ：
決定権を持つ女性組合
員比率を30％以上にす
る。

３．男女平等参画（ジェン
ダー平等）推進に関する
取り組み目標
（※組織内に女性組合員
がいない場合でも積極的
に取り組む目標）
取り組み①：
多様な仲間が多様な形
態で参加できるよう活動
スタイルを点検し、見直す。
（例：WEBを活用する、時
間帯を見直す、など）
取り組み②：
各級機関で展開される啓
発活動に参画する。
（例：パンフレット配布、上
部団体主催の勉強会に
参加、など）
取り組み③：
全ての執行機関で会議や
勉強会を開催する。
 
 

ＪＲ連合「第４次男女平等参画行動目標」

第１回
広島県議会議員  柿本 忠則議員（広島地本）

行動目標

具体的な目標

第
1
回
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

誰
も
が
J
R
西
労
組
運
動
に

　
　
　
　 
積
極
的
に
参
画
で
き
る
環
境
へ

組
合
員
の
声
を
聴
き
、働
き
や
す
い
職
場
へ
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仕事とラグビーの両立で
リーグ優勝を目指す
仕事とラグビーの両立で
リーグ優勝を目指す

ＪＲ西日本ラグビー部
「レイラーズ」へ激励を行う
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